
(57)【要約】

【課題】

　衛星無線回線及び地上無線回線の２回線以上の回線を

具備した無線通信システムにおいて、一斉指令の全子局

の受令終了を待たずに異常を判定した時点で再送するこ

とによって、回線異常等の障害で受令できなかった子局

が受令を完了するまでの時間を短縮することが可能とな

る手段を提供することを目的とする。

【解決手段】

統制局と、複数の子局から構成され、該統制局と子局間

は衛星回線と地上回線の２回線以上の回線で接続された

無線通信システムであって、前記統制局は、前記衛星回

線若しくは地上回線の何れか一方を用いて前記複数の子

局に対して一斉通報を行う一斉通報手段と、

該一斉通報の内容を記憶する記憶手段と、前記複数の子

局の各々の異常検出を行う異常検出手段とを備え、一斉

通報を行った後に前記異常検出手段が、異常を検出した

場合に再度一斉通報を行うことを特徴とする無線通信シ

ステム。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
統 制 局 と 、 複 数 の 子 局 か ら 構 成 さ れ 、
該 統 制 局 と 子 局 間 は 衛 星 回 線 と 地 上 回 線 の ２ 回 線 以 上 の 回 線 で 接 続 さ れ た 無 線 通 信 シ ス テ
ム で あ っ て 、
前 記 統 制 局 は 、 前 記 衛 星 回 線 若 し く は 地 上 回 線 の 何 れ か 一 方 を 用 い て 前 記 複 数 の 子 局 に 対
し て 一 斉 通 報 を 行 う 一 斉 通 報 手 段 と 、
該 一 斉 通 報 の 内 容 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、
前 記 複 数 の 子 局 の 各 々 の 異 常 検 出 を 行 う 異 常 検 出 手 段 と を 備 え 、
一 斉 通 報 を 行 っ た 後 に 前 記 異 常 検 出 手 段 が 、 異 常 を 検 出 し た 場 合 に 再 度 一 斉 通 報 を 行 う こ
と を 特 徴 と す る 無 線 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 再 度 一 斉 通 報 を 行 う 場 合 、
前 回 一 斉 通 報 を 行 っ た 衛 星 回 線 若 し く は 地 上 回 線 の 何 れ か の 他 方 、 ま た は 両 方 を 用 い て 当
該 再 度 の 一 斉 通 報 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求 項 １ に 記 載 の 無 線 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 統 制 局 と 、 複 数 の 子 局 か ら 構 成 さ れ 、
　 該 統 制 局 と 子 局 間 は 衛 星 回 線 と 地 上 回 線 の ２ 回 線 以 上 の 回 線 で 接 続 さ れ た 無 線 通 信 シ ス
テ ム の 無 線 通 信 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 統 制 局 が 前 記 衛 星 回 線 若 し く は 地 上 回 線 の 何 れ か 一 方 を 用 い て 前 記 複 数 の 子 局 に 対
し て 一 斉 通 報 を 行 う 通 報 ス テ ッ プ と 、
　 該 一 斉 通 報 の 内 容 を 記 憶 す る 記 憶 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 複 数 の 子 局 の 各 々 の 異 常 検 出 を 行 う 異 常 検 出 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 通 報 ス テ ッ プ の 後 に 、 前 記 異 常 検 出 ス テ ッ プ に よ り 異 常 を 検 出 し た 場 合 に 再 度 一 斉
通 報 を 行 う 再 通 報 ス テ ッ プ を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 無 線 通 信 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 再 通 報 ス テ ッ プ を 行 う 場 合 、
　 前 記 通 報 ス テ ッ プ を 行 っ た 衛 星 回 線 若 し く は 地 上 回 線 の 何 れ か の 他 方 、 ま た は 両 方 を 用
い て 当 該 再 通 報 ス テ ッ プ を 行 う こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求 項 ３ に 記 載 の 無 線 通 信 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 衛 星 無 線 回 線 及 び 地 上 無 線 回 線 等 の ２ 回 線 以 上 の 回 線 を 具 備 し た 無 線 通 信 シ ス
テ ム に 関 す る も の で あ っ て 、 特 に 、 親 局 と 複 数 の 子 局 が 接 続 さ れ た 無 線 通 信 シ ス テ ム に 関
す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 の 技 術 に つ い て 図 を 用 い て 説 明 す る 。
図 ２ は 従 来 の 衛 星 無 線 回 線 及 び 地 上 無 線 回 線 の ２ 回 線 以 上 の 回 線 を 具 備 し た 無 線 通 信 シ ス
テ ム の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
図 ２ に お い て 、 ２ ０ １ は 統 制 局 、 ２ ０ ２ は 一 斉 指 令 台 、 ２ ０ ３ は 一 斉 指 令 制 御 装 置 、 ２ ０
４ は 衛 星 回 線 制 御 装 置 、 ２ ０ ５ は 地 上 回 線 制 御 装 置 、 ２ ０ ６ は 衛 星 回 線 、 ２ ０ ７ は 地 上 回
線 、 ２ ０ ８ は 子 局 、 ２ ０ ９ は 衛 星 回 線 制 御 部 、 ２ １ ０ は 地 上 回 線 制 御 部 、 ２ １ １ は 主 制 御
部 、 ２ １ ２ は 受 令 用 電 話 機 、 ２ １ ３ は 受 令 用 Ｆ Ａ Ｘ 、 ２ １ ４ は 通 信 衛 星 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
通 常 、 統 制 局 ２ ０ １ の 一 斉 指 令 台 ２ ０ ２ な ど で 一 斉 指 令 を 発 令 す る 場 合 は 、 一 斉 指 令 を 発
令 す る 回 線 に 、 衛 星 回 線 ２ ０ ６ お よ び 地 上 回 線 ２ ０ ７ の 両 回 線 を 指 定 す る 。
一 斉 指 令 台 ２ ０ ２ が 接 続 さ れ た 一 斉 指 令 制 御 装 置 ２ ０ ３ で は 、 衛 星 回 線 制 御 装 置 ２ ０ ４ と
、 地 上 回 線 制 御 装 置 ２ ０ ５ の 両 方 に 対 し て 、 同 時 若 し く は 任 意 の 時 間 差 を 持 た せ て 一 斉 指
令 の 起 動 信 号 を 送 出 す る 。

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-253748 A 2006.9.21



一 斉 指 令 を 受 信 す る 子 局 ２ ０ ８ で は 、 先 に 前 記 一 斉 指 令 の 起 動 信 号 を 受 信 し た 回 線 の 方 の
回 線 制 御 部 ２ ０ ９ ま た は ２ １ ０ が 、 主 制 御 部 ２ １ １ に 一 斉 指 令 の 着 信 を 通 知 し 、 主 制 御 部
２ １ １ で は 、 そ の 通 知 に よ り 受 令 用 電 話 機 ２ １ ２ 、 ま た は 受 令 用 Ｆ Ａ Ｘ ２ １ ３ に そ の 通 話
路 を 接 続 す る 。
応 答 確 認 信 号 や 、 受 令 確 認 信 号 は 一 斉 指 令 起 動 信 号 を 先 に 受 信 し た 衛 星 回 線 ２ ０ ６ ま た は
地 上 回 線 ２ ０ ７ の ど ち ら か で 送 出 す る か 、 若 し く は 起 動 信 号 を 受 信 し た 両 回 線 で 送 出 す る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 来 の 衛 星 無 線 回 線 及 び 地 上 無 線 回 線 の ２ 回 線 以 上 の 回 線 を 具 備 し た 無 線 通 信 シ ス テ ム の
技 術 と し て 、 例 え ば 特 許 文 献 １ が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ７ １ ０ ６ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 従 来 技 術 で は 、 回 線 異 常 等 な ん ら か の 障 害 に よ っ て 受 令 で き な か っ た 局 へ の 再 送 は 、
一 斉 指 令 が 終 了 後 、 別 の 回 線 で 同 一 内 容 の 一 斉 指 令 を 発 令 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し か し 、 前 記 従 来 技 術 で は 、 一 斉 指 令 が 終 了 し て か ら 再 送 処 理 を 行 う た め 、 最 初 の 一 斉 指
令 が 回 線 異 常 等 で 受 信 で き な か っ た 子 局 は 受 令 が 完 了 す る ま で に 、 他 の 正 常 に 受 令 が 行 わ
れ た 局 に 比 べ て ２ 倍 以 上 の 時 間 を 要 す る と い う 問 題 点 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み 、 衛 星 無 線 回 線 及 び 地 上 無 線 回 線 の ２ 回 線 以 上 の 回 線 を 具 備 し
た 無 線 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 一 斉 指 令 の 全 子 局 の 受 令 終 了 を 待 た ず に 異 常 を 判 定 し た 時
点 で 再 送 す る こ と に よ っ て 、 回 線 異 常 等 の 障 害 で 受 令 で き な か っ た 子 局 が 受 令 を 完 了 す る
ま で の 時 間 を 短 縮 す る 手 段 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 統 制 局 と 、 複 数 の 子 局 か ら 構 成 さ れ
、 該 統 制 局 と 子 局 間 は 衛 星 回 線 と 地 上 回 線 の ２ 回 線 以 上 の 回 線 で 接 続 さ れ た 無 線 通 信 シ ス
テ ム で あ っ て 、 前 記 統 制 局 は 、 前 記 衛 星 回 線 若 し く は 地 上 回 線 の 何 れ か 一 方 を 用 い て 前 記
複 数 の 子 局 に 対 し て 一 斉 通 報 を 行 う 一 斉 通 報 手 段 と 、 該 一 斉 通 報 の 内 容 を 記 憶 す る 記 憶 手
段 と 、 前 記 複 数 の 子 局 の 各 々 の 異 常 検 出 を 行 う 異 常 検 出 手 段 と を 備 え 、 一 斉 通 報 を 行 っ た
後 に 前 記 異 常 検 出 手 段 が 、 異 常 を 検 出 し た 場 合 に 再 度 一 斉 通 報 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 請 求 項 １ に 記 載 の 無 線 通 信 シ ス
テ ム で あ っ て 、 前 記 再 度 一 斉 通 報 を 行 う 場 合 、 前 回 一 斉 通 報 を 行 っ た 衛 星 回 線 若 し く は 地
上 回 線 の 何 れ か の 他 方 、 ま た は 両 方 を 用 い て 当 該 再 度 の 一 斉 通 報 を 行 う こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 統 制 局 と 、 複 数 の 子 局 か ら 構 成 さ
れ 、 該 統 制 局 と 子 局 間 は 衛 星 回 線 と 地 上 回 線 の ２ 回 線 以 上 の 回 線 で 接 続 さ れ た 無 線 通 信 シ
ス テ ム の 無 線 通 信 方 法 で あ っ て 、 前 記 統 制 局 が 前 記 衛 星 回 線 若 し く は 地 上 回 線 の 何 れ か 一
方 を 用 い て 前 記 複 数 の 子 局 に 対 し て 一 斉 通 報 を 行 う 通 報 ス テ ッ プ と 、 該 一 斉 通 報 の 内 容 を
記 憶 す る 記 憶 ス テ ッ プ と 、 前 記 複 数 の 子 局 の 各 々 の 異 常 検 出 を 行 う 異 常 検 出 ス テ ッ プ と 、
前 記 通 報 ス テ ッ プ の 後 に 、 前 記 異 常 検 出 ス テ ッ プ に よ り 異 常 を 検 出 し た 場 合 に 再 度 一 斉 通
報 を 行 う 再 通 報 ス テ ッ プ を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 請 求 項 ３ に 記 載 の 無 線 通 信 方
法 で あ っ て 、 前 記 再 通 報 ス テ ッ プ を 行 う 場 合 、 前 記 通 報 ス テ ッ プ を 行 っ た 衛 星 回 線 若 し く
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は 地 上 回 線 の 何 れ か の 他 方 、 ま た は 両 方 を 用 い て 当 該 再 通 報 ス テ ッ プ を 行 う こ と を 特 徴 と
す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に よ り 、 衛 星 無 線 回 線 及 び 地 上 無 線 回 線 の ２ 回 線 以 上 の 回 線 を 具 備 し た 無 線 通 信 シ
ス テ ム に お い て 、 一 斉 指 令 の 全 子 局 の 受 令 終 了 を 待 た ず に 異 常 を 判 定 し た 時 点 で 再 送 す る
こ と に よ っ て 、 回 線 異 常 等 の 障 害 で 受 令 で き な か っ た 子 局 が 受 令 を 完 了 す る ま で の 時 間 を
短 縮 す る 手 段 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 に お け る 衛 星 無 線 回 線 及 び 地 上 無 線 回 線 の ２ 回 線 以 上 の 回 線 を 具 備 し た 無 線
通 信 シ ス テ ム の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ に お い て 、 １ ０ １ は 統 制 局 、 １ ０ ２ は 一 斉 指 令 台 、 １ ０ ３ は 一 斉 指 令 制 御 装 置 、 １ ０
４ は 衛 星 回 線 制 御 装 置 、 １ ０ ５ は 地 上 回 線 制 御 装 置 、 １ ０ ６ は 衛 星 回 線 、 １ ０ ７ は 地 上 回
線 、 １ ０ ８ 、 １ １ ６ は 子 局 、 １ ０ ９ は 衛 星 回 線 制 御 部 、 １ １ ０ は 地 上 回 線 制 御 部 、 １ １ １
は 主 制 御 部 、 １ １ ２ は 受 令 用 電 話 機 、 １ １ ３ は 受 令 用 Ｆ Ａ Ｘ 、 １ １ ４ は 通 信 衛 星 、 １ １ ５
は 記 憶 部 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ３ は 本 発 明 の 動 作 の 一 例 を 示 す シ ー ケ ン ス 図 で あ る 。
ま た 、 図 ３ に お い て 、 ３ ０ １ は 衛 星 回 線 を 使 用 し た 一 斉 指 令 起 動 信 号 、 ３ ０ ２ は 一 斉 指 令
、 ３ ０ ３ は 子 局 １ ０ ８ が 受 令 に 失 敗 し た 受 令 デ ー タ 、 ３ ０ ４ は 子 局 １ １ ６ が 受 令 し た 受 令
デ ー タ 、 ３ ０ ５ は 一 斉 指 令 内 容 デ ー タ 、 ３ ０ ６ は 衛 星 回 線 異 常 検 出 信 号 、 ３ ０ ７ は 地 上 回
線 を 使 用 し た 一 斉 指 令 起 動 信 号 、 ３ ０ ８ は 子 局 １ ０ ８ が 受 令 し た 受 令 デ ー タ 、 ３ ０ ９ は 衛
星 回 線 を 使 用 し た 一 斉 指 令 復 旧 信 号 、 ３ １ ０ は 地 上 回 線 を 使 用 し た 一 斉 指 令 復 旧 信 号 を 示
す 。
【 ０ ０ １ ７ 】
統 制 局 １ ０ １ に お い て 、 一 斉 指 令 台 １ ０ ２ の 操 作 者 が 、 一 斉 指 令 ３ ０ ２ を 発 令 す る 場 合 、
ま ず 一 斉 指 令 起 動 信 号 （ 衛 星 回 線 ） ３ ０ １ を 子 局 １ ０ ８ に 対 し て 発 信 す る 。
前 記 一 斉 指 令 起 動 信 号 ３ ０ １ は 、 一 斉 指 令 制 御 装 置 １ ０ ３ か ら 衛 星 回 線 制 御 装 置 １ ０ ４ を
介 し て 、 衛 星 回 線 １ ０ ６ を 使 用 し て 子 局 １ ０ ８ 、 １ １ ６ へ 伝 送 さ れ る 。
な お 、 各 子 局 で 行 わ れ る 動 作 は 同 じ も の で あ る た め 、 本 明 細 書 で は 子 局 １ ０ ８ の み を 取 り
上 げ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
子 局 １ ０ ８ で は 、 一 斉 指 令 起 動 信 号 （ 衛 星 回 線 ） ３ ０ １ を 衛 星 回 線 制 御 部 １ ０ ９ を 介 し て
受 令 し 、 主 制 御 部 １ １ １ へ 伝 送 す る 。
そ の 後 、 子 局 １ ０ ８ よ り 統 制 局 １ ０ １ に 対 し て 起 動 信 号 の 応 答 信 号 を 送 信 し 、 統 制 局 １ ０
１ で は 子 局 か ら の 応 答 状 況 に よ っ て 一 斉 指 令 台 １ ０ ２ よ り 指 令 を 発 令 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
指 令 内 容 は 一 斉 指 令 起 動 信 号 （ 衛 星 回 線 ） ３ ０ １ の 時 同 様 に 、 一 斉 指 令 制 御 装 置 １ ０ ３ か
ら 、 衛 星 回 線 制 御 装 置 １ ０ ４ 、 さ ら に 衛 星 回 線 １ ０ ６ を 介 し て 子 局 １ ０ ８ に 伝 送 さ れ る 。
子 局 １ ０ ８ で は 一 斉 指 令 を 衛 星 回 線 制 御 部 １ ０ ９ を 介 し て 受 令 し 、 主 制 御 部 １ １ １ を 経 由
し て 受 令 用 電 話 機 １ １ ２ 、 ま た は 受 令 用 Ｆ Ａ Ｘ １ １ ３ へ 伝 送 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ こ で 、 統 制 局 １ ０ １ で は 一 斉 指 令 ３ ０ ２ を 各 回 線 制 御 部 へ 伝 送 す る と 同 時 に 一 斉 指 令 制
御 装 置 １ ０ ３ 内 に 設 置 さ れ て い る 記 憶 部 １ １ ５ に 指 令 内 容 を 蓄 積 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
一 斉 指 令 ３ ０ ２ を 子 局 へ 伝 送 し て い る 途 中 に 衛 星 回 線 異 常 検 出 信 号 ３ ０ ６ を 検 出 す る と 、
統 制 局 １ ０ １ の 一 斉 指 令 制 御 装 置 １ ０ ３ は 、 直 ち に 地 上 回 線 制 御 装 置 １ ０ ５ を 経 由 し て 受
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令 で き な か っ た 子 局 に 対 し て 地 上 回 線 を 使 用 し た 一 斉 指 令 起 動 信 号 （ 地 上 回 線 ） ３ ０ ７ を
伝 送 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
例 え ば 子 局 １ ０ ８ が 受 令 デ ー タ ３ ０ ３ を 受 令 出 来 な か っ た と す る と 、 前 記 一 斉 指 令 起 動 信
号 （ 地 上 回 線 ） ３ ０ ７ は 前 記 衛 星 回 線 １ ０ ６ を 使 用 し た 場 合 の 一 斉 指 令 起 動 信 号 ３ ０ １ と
同 様 に 、 子 局 １ ０ ８ の 地 上 回 線 制 御 部 １ １ ０ を 介 し て 主 制 御 部 １ １ １ へ 伝 送 さ れ 、 子 局 か
ら の 応 答 状 況 で 統 制 局 １ ０ １ の 一 斉 指 令 制 御 装 置 １ ０ ３ は メ モ リ に 蓄 積 さ れ て い る 一 斉 指
令 内 容 デ ー タ ３ ０ ５ を 地 上 回 線 制 御 装 置 １ ０ ５ 及 び 地 上 回 線 １ ０ ７ を 介 し て 子 局 １ ０ ８ へ
伝 送 さ れ 、 子 局 １ ０ ８ で は 受 け 取 っ た 受 令 デ ー タ ３ ０ ８ を 地 上 回 線 制 御 部 １ １ ０ 、 主 制 御
部 １ １ １ を 介 し て 一 斉 指 令 の 受 令 用 電 話 機 １ １ ２ ま た は 受 令 用 Ｆ Ａ Ｘ １ １ ３ へ 伝 送 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
そ の 後 、 衛 星 回 線 を 使 用 し た 最 初 の 一 斉 指 令 が 終 了 す る 、 す な わ ち 正 常 な 状 態 で あ る 子 局
１ １ ６ が 受 令 デ ー タ ３ ０ ４ を 受 令 す る と 、 統 制 局 １ ０ １ の 一 斉 指 令 制 御 装 置 １ ０ ３ よ り 一
斉 指 令 復 旧 信 号 （ 衛 星 回 線 ） ３ ０ ９ を 送 出 す る 。
ま た 、 異 常 が 検 出 さ れ た 場 合 に 地 上 回 線 を 使 用 し て 指 令 を 送 っ た 場 合 の 一 斉 指 令 が 終 了 し
た 場 合 に も 、 統 制 局 １ ０ １ の 一 斉 指 令 制 御 装 置 １ ０ ３ か ら 一 斉 指 令 復 旧 信 号 （ 地 上 回 線 ）
３ １ ０ を 送 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
な お 、 上 述 の 実 施 例 で は 衛 星 回 線 を 始 め に 使 用 し 一 斉 指 令 を 行 い 、 衛 星 回 線 に 異 常 が 検 出
さ れ た 場 合 を 例 に し て 説 明 し た が 、 地 上 回 線 を 始 め に 使 用 し て 地 上 回 線 に 異 常 が 検 出 さ れ
た 場 合 に も 適 用 す る こ と が 可 能 で あ る こ と は 明 ら か で あ る 。
す な わ ち 、 統 制 局 と 複 数 の 子 局 が 、 衛 星 無 線 回 線 及 び 地 上 回 線 等 の ２ 回 線 以 上 で 接 続 さ れ
、 統 制 局 か ら い ず れ か の 回 線 を 使 用 し て 、 一 斉 指 令 を 発 令 し 、 回 線 異 常 等 で 受 令 出 来 な い
子 局 が あ る と 判 断 し た 場 合 、 当 該 一 斉 指 令 の 終 了 を 待 つ こ と な く 、 他 の 回 線 で 異 常 局 へ 対
し て の み 同 一 内 容 の 一 斉 指 令 を 並 行 し て 再 送 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 上 記 実 施 例 で は 衛 星 回 線 と 地 上 回 線 の ２ 回 線 を 有 す る 場 合 の 無 線 通 信 シ ス テ ム を 例
に し て 説 明 し た が 、 上 記 ２ 回 線 の み で な く 、 バ ッ ク ア ッ プ 回 線 な ど ２ 回 線 以 上 の 回 線 を 有
す る 無 線 通 信 シ ス テ ム に 適 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
す な わ ち 、 従 来 ２ 回 線 以 上 の 回 線 を 持 つ 無 線 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 統 制 局 よ り 子 局 に 対
し 、 一 斉 指 令 を 行 う と 、 回 線 異 常 等 の 何 ら か の 理 由 で 受 令 出 来 な か っ た 子 局 を リ ス ト ア ッ
プ す る 必 要 が あ っ た 。 し か し 、 こ の 方 法 で は 全 子 局 が 受 令 を 完 了 す る ま で に 最 初 の 一 斉 指
令 で 受 令 で き た 子 局 に 対 し て ２ 倍 の 時 間 を 要 し て し ま う 。
そ こ で 本 発 明 で は ２ 回 線 以 上 あ る 回 線 の う ち の １ 回 線 を 使 用 し 、 一 斉 指 令 を 行 い 、 受 令 で
き な か っ た 子 局 を 統 制 局 で 判 断 し 、 再 送 必 要 と 判 断 さ れ る と 直 ぐ に 再 度 メ モ リ よ り 同 内 容
の 指 令 を 読 み 出 し 、 前 記 一 斉 指 令 を 行 っ た 回 線 以 外 の 回 線 で 再 送 信 号 を 送 出 す る こ と で 全
子 局 が 受 令 完 了 す る ま で の 時 間 を 短 縮 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 よ る と 、 統 制 局 に お い て 一 斉 指 令 を 発 令 中 に 発 令 内 容 を メ モ リ
等 の 記 憶 装 置 に 蓄 積 し 、 再 送 一 斉 指 令 の ソ ー ス と し て 使 用 す る こ と を 可 能 と す る こ と に よ
っ て 、 最 初 の 一 斉 指 令 の 終 了 を 待 つ こ と な く 再 送 一 斉 指 令 を 発 令 す る こ と が 可 能 と な り 、
さ ら に 最 初 の 一 斉 指 令 を 回 線 異 常 等 で 受 信 で き な か っ た 局 が 受 令 を 完 了 す る ま で の 時 間 を
短 縮 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 本 発 明 の 実 施 に よ れ ば 、 特 に 県 防 災 無 線 シ ス テ ム 等 の 衛 星 回 線 と 地 上 回 線 と を 保 持
す る ２ 重 系 の 防 災 行 政 無 線 シ ス テ ム に 有 効 な 無 線 通 信 シ ス テ ム と す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に お け る 衛 星 無 線 回 線 及 び 地 上 無 線 回 線 の ２ 回 線 以 上 の 回 線 を 具 備 し た 無
線 通 信 シ ス テ ム の 一 例 を 示 す 図 。
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【 図 ２ 】 従 来 の 衛 星 無 線 回 線 及 び 地 上 無 線 回 線 の ２ 回 線 以 上 の 回 線 を 具 備 し た 無 線 通 信 シ
ス テ ム の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 動 作 の 一 例 を 示 す シ ー ケ ン ス 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 １ ０ １ ， ２ ０ １ ・ ・ ・ 統 制 局 、 １ ０ ２ ， ２ ０ ２ ・ ・ ・ 一 斉 指 令 台 、
　 １ ０ ３ ， ２ ０ ３ ・ ・ ・ 一 斉 指 令 制 御 装 置 、 １ ０ ４ ， ２ ０ ４ ・ ・ ・ 衛 星 回 線 制 御 装 置 、
　 １ ０ ５ ， ２ ０ ５ ・ ・ ・ 地 上 回 線 制 御 装 置 、 １ ０ ６ ， ２ ０ ６ ・ ・ ・ 衛 星 回 線 、
　 １ ０ ７ ， ２ ０ ７ ・ ・ ・ 地 上 回 線 、 １ ０ ８ ， １ １ ６ ， ２ ０ ８ ・ ・ ・ 子 局 、
　 １ ０ ９ ， ２ ０ ９ ・ ・ ・ 衛 星 回 線 制 御 部 、 １ １ ０ ， ２ １ ０ ・ ・ ・ 地 上 回 線 制 御 部 、
　 １ １ １ ， ２ １ １ ・ ・ ・ 主 制 御 部 、 １ １ ２ ， ２ １ ２ ・ ・ ・ 受 令 用 電 話 機 、
　 １ １ ３ ， ２ １ ３ ・ ・ ・ 受 令 用 Ｆ Ａ Ｘ 、 １ １ ４ ， ２ １ ４ ・ ・ ・ 通 信 衛 星 、
　 １ １ ５ ・ ・ ・ 記 憶 部 、 ３ ０ １ ・ ・ ・ 一 斉 指 令 起 動 信 号 （ 衛 星 回 線 ） 、
　 ３ ０ ２ ・ ・ ・ 一 斉 指 令 、 ３ ０ ３ ・ ・ ・ 受 令 デ ー タ 、
　 ３ ０ ４ ・ ・ ・ 受 令 デ ー タ 、 ３ ０ ５ ・ ・ ・ 一 斉 指 令 内 容 デ ー タ 、
　 ３ ０ ６ ・ ・ ・ 衛 星 回 線 異 常 検 出 信 号 、 ３ ０ ７ ・ ・ ・ 一 斉 指 令 起 動 信 号 （ 地 上 回 線 ） 、
　 ３ ０ ８ ・ ・ ・ 受 令 デ ー タ 、 ３ ０ ９ ・ ・ ・ 一 斉 指 令 復 旧 信 号 （ 衛 星 回 線 ） 、
　 ３ １ ０ ・ ・ ・ 一 斉 指 令 復 旧 信 号 （ 地 上 回 線 ） 。
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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